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地方創生・子ども政策推進対策特別委員会 

 

１ 開 催 日 時  令和５年７月 12 日（水） 13 時 59 分～16 時 11 分 

 

２ 開 催 場 所  第二委員会室 

 

３ 説  明  員  総合企画部長、総務部長、健康医療福祉部長および関係職員 

 

４ 議 事 の 概 要        

（１）『人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀 総合戦略』の実施状況および改

定の方向性について 

 委員からは、少子化対策は試行錯誤のところはあると思うが、２人目を産みたい

と思えるような雰囲気づくりにつながる施策を打ち出していくべきである、などの

意見が出された。 

  

（２）移住促進・関係人口拡大に係る取組について 

 委員からは、移住を促進するためには、教育・まちづくり・働く場所に係る施策

をどれだけ推進できるかが重要である、などの意見が出された。 

 

（３）令和５年度における主な子ども関連施策について 

 委員からは、子どもの生き抜く力を育てるには学校教育が重要であるが、その学

校教育が受け身の教育となっているので好奇心を育む教育にしていかなければなら

ない、などの意見が出された。 

 

（４）委員会の運営方針について 

今年度の運営方針は、「執行部から説明を求めるほか、可能な限り、行政調査、

県民参画委員会、参考人からの意見聴取等を実施することにより、多面的な調査研

究を行う。」とすることが決定された。 

重点調査項目は、「アフターコロナおよび人口減少に適応した活力ある滋賀の創

生について」「子ども・子育て支援の充実について」の２項目とすることが決定さ

れた。 
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委員会に配付された資料 

資料 １ 『人口減少を見据えた未来へと幸せが続く滋賀 総合戦略』の実施状況およ

び改定の方向性について（案） 

資料 ２ 移住促進・関係人口拡大に係る取組について 

資料 ３ 令和５年度における主な子ども関連施策について 

 


